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片丘愛でつながる開校記念の日 

令和７年１１月１１日 

中信教育事務所 

文責：鳥居正人 

 

１０月１１日（土）に、片丘小学校の学校行事であり、地域をあげてのイベント「 つながろう片丘「開校記念の日」を参観させていただきまし

た。午前は小学生の学習発表の場、午後は地域の方による家族で楽しむ場と夕やけの丘コンサートが開催されました。開催にあたり、実行委員

会が、企画内容の検討、地域の方が出店するブースの打ち合わせなど、準備を重ねてきました。その様子とあわせて紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなで楽しむ開校記念の日 

 実行委員長の 笑顔で楽しもう」、校長先生の 学習の成果を出し切り、楽しいをみんなで作ろう」という
挨拶から始まった開校記念の日。ここに至るまでは様々なご苦労があったと思いますが、実行委員会を中心
にみんなが楽しめるように準備を整えてきたことと思います。地域と学校がつながり、協働することで、子
どもたちの学びが広がり、豊かな学びになっていることが伝わってきます。 
 開校記念の日を参観させていただき、この日は、片丘小学校、地域の方にとって、とても楽しみであり、
特別で大切な日であると感じました。地域の方からは、どの子にも我が子のように愛情をもって接し、愛の
深さを感じるような一体感がありました。 つながろう片丘」 みんなで楽しむ」を合言葉に、世代を超えて
地域の人がつながり、お互いがお互いのために自分のできることをやる、そして、子どもも大人 
も一緒に楽しいひとときを過ごす、片丘愛に溢れた１日でした。これからも地域の皆さんの熱き 
思いが、片丘愛となって育まれていくと思います。 ★校歌の大合唱、ボランティアさんが 
作る愛情たっぷりのおでんも心が１つにつながる片丘にはかかせません。心と体に沁み渡ります。 
 

【実行委員会の様子（事前）】 
学校運営協議会を母体にし、関わる関係者、

支援ボランティア等で構成された実行委員会
で、企画内容、地域のブースの打ち合わせを
行いました。今年は片丘小の卒業生（現高校
２年生）が、高校での探究の授業の一環とし
て、小学生と楽しみながら地域に貢献したい
という願いでブースを出店することになりま
した。 
 
 

【ブースの打ち合わせ】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ブースの説明をする高校生】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【午前の部：小学生の学習発表】 
ささら踊りや東雲太鼓、綿花の栽培

など、学習の成果を発表しました。見学
に来たお客さんに、学習の成果が伝わ
りやすいように、クイズや紙芝居、すご
ろく、射的、もぐらたたき、体験コーナ
ーなど、伝える工夫をし、さらには相手
の年齢を考え、相手の目を見て大きな
声で伝えるなど、相手意識をもって熱
心に伝えました。 
 
 【午後の部：地域の方が出店するブース】 
地域や公民館、スポ協、丘中などと連

携し、家族で楽しめるブースを出店し
ました。高校生は丘中生徒と協力して
風船バレーを出店し、小学生と一緒に
楽しいひとときを過ごしました。 
木育ブース、ボッチャ、バルーンアー

トなどのブースでは、子どもも大人も
夢中になって楽しみ、学校の歴史のブ
ースでは片丘小開校１５２年の歴史が
詰まった掲示物やアルバムを公開し、
当時が蘇るような懐かしいひとときと
なりました。 
 
【夕やけの丘コンサート】 
公民館主催で長く続けられているコ

ンサートでは、４年生の東雲太鼓、合唱
団や地域の合唱サークル、丘中吹奏楽
部、園児の歌など、心に響く素敵な演奏
が体育館中に響きました。最後は参加
者全員で片丘小の校歌で締めくくり開
校記念の日は大成功でした。 
 
 


